
　　　　

2026 年 6 月 1 日

14 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

避難訓練を実施します
七夕、夏祭り、クリスマスなどの季節行事を行います。

（別添資料１）

家族支援

６か月に1度保護者の方と面談を行います。
また、保護者の悩みや困りごとを聞き療育の中に取り入れ支援を行います。発達
をともに共有し、悩み事についてアドバイスを行います。
保護者アプリを使用し、日常の様子をお知らせします。
空いている時間を利用し保護者が集まれる場所を提供します。

移行支援

相談員や学校・保育所、その他の福祉事業所と情報交換や連携を行い、包
括的に支援を行える環境作り支援します。

地域支援・地域連携

各関係機関（学校や相談支援事業所、行政、他の通所）との
連携を図り、支援方法や環境調整を行います。また、支援会議への参加を通し
て、お子様とご家族が安心して過ごせる地域づくりに努めます。

職員の質の向上

毎月の定期研修を行います。（動画視聴や実技）委員会の実施
法人内研修や外部研修にも参加します。資格取得を行いスキルアップを行
います。

支　援　内　容

「手洗い」「片付け」「排泄」「衣服の着脱」「水分補給」など基本的生活能力の向上を目指します。また、日常生活や社会生活の中で状況に合わせた行動や、気持ちのコントロールがで
きるように支援します。お子さまが健康的で安全な生活を送れるように支援を行います。

ボルダリングやトランポリンなどを使っての粗大運動や指先を使った微細運動当を通して、楽しみながら体の使い方やコントロールを身につけ、達成感や意欲を育んでいきます。また、ス
ライムつくり、絵の具、水遊び、音遊び等さまざまな感触に触れられる機会を持ち、感覚の成長を支援します。

本
人
支
援

「日付」「数・言葉」「ルールのある遊び」「スケジュールの掲示」などを通して、概念形成の習得を目指します。また、「話を聞く」など課題に取り組む姿勢を支援します。集中力、問
題解決能力など一人ひとりの発達段階に合わせて支援します。「見る」「覚える」「言葉を理解する」「物を認知する等」の認知面が正しく身につけれるように支援します。

個別での関わりや集団での関わりの中で楽しみながら言語や表現の習得を促します。はじまりの会や終わりの会で、自分の気持ちが伝えられたり、相手の気持ちや意図が理解できるように
支援します。「おはようございます」「ありがとう」など基本的な挨拶や会話を大切にし、コミュニケーションが学べるように支援します。

社会生活で必要な「ルール」「マナー」「感謝」「謝罪」などのソーシャルスキルの習得を目指します。集団の中で体験する様々な人間関係において気持ちのコントロールを行い、相手も
自分も大切にした行動を選択できるように支援します。

支援方針

一人ひとりのニーズに合わせた支援計画に基づき、活動や療育を行い「できた」の成功体験を積み重ね自己肯定感を育みます。
ご家族の不安に寄り添い、心にゆとりを持って子育てできるようにご家族の方へもサポートを行います。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 和顔愛語（なごやかな笑顔とやさしい言葉）

事業所名 すきっぷ　（放課後等デイサービス） 更新日支援プログラム（参考様式）


